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地番現況図の共通の仕様への変換プロセス 

 

地番現況図は登記所備付地図データ（地図 XML）を補完する土地境界データとし

て利活用の可能性が期待されています。 

しかし、固定資産税の課税資料として各自治体独自の仕様で作成されているため、

GIS データとして複数の地域で横断的に利用することや、容易に利用することが難し

い場合も少なくありません。 

そこで、様々な仕様で作成されている地番現況図のデータを、共通の仕様に統一し

た「試作版土地境界データ」を作成しました。 

本ドキュメントでは試作版土地境界データとして地番現況図を共通の仕様に変換

するプロセスを大きく分けて以下の２ステップで説明します。 

 

１．原典データの確認  

２．共通の仕様への変換  

 

１．原典データの確認  

変換に必要なファイルを正しく選び、データ構造を把握するため、原典となる地番

現況図のフォルダ構成やファイルの存在を確認します。 

 

 

① 受領ファイルをすべて確認  

利用しやすいフォルダ構成で必要なファイルが揃っているかを確認するため、目視

で中身を確認し、変換に必要なファイルと不要なファイルを仕分けます。 
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② 「地番現況図」ファイルの存在確認  

「地番」項目をもつ Shape ファイル（地番現況図ポリゴン）が存在するかを確認し

ます。 

※以下の例では「tochi_poly.shp」が「地番現況図ポリゴン」に該当。 

 

③ 必要項目の確認  

必要な属性情報として、 「市区町村コード」「市区町村名」「大字名」「小字名」が

存在するかを確認します。 

※ フィールド名だけで判断できない場合が多いため、属性値も併せて確認

します。また、シェープファイル単体では住所文字列が格納されていないこと

もあるため、コード表等別ファイルの存在も併せて確認します。 
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④ 別ファイルとの紐づけ可能性を精査 -１  

「大字名」「小字名」などが地番現況図にない場合、別ファイルにある「大字コード」

「小字コード」等で結合できるか検討します。 

※ 町丁コードの場合もあり 

※ その他加工（分割・結合・0 埋め）が必要な場合もあり 

 

⑤ 別ファイルとの紐づけ可能性を精査 -２  

Shape ファイル（地番現況図ポリゴン）と「地番」項目が別々のファイルで格納され

ている場合、（１）属性結合または（２）空間結合による紐づけが必要になります。  

 

（１）属性結合：地番データ、地番現況図ポリゴンそれぞれに、連携（共通）キーが

設定されている場合は連携キーをもとに結合します。 

◆手順（QGIS の場合）  

ァ. 地番現況図ポリゴンレイヤを右クリック→プロパティ→結合タブを開く  

ィ. 「＋」ボタンで結合を追加し、「結合レイヤ」に地番属性を持つデータ、「結

合フィールド」と「ターゲットフィールド」に共通して存在する連携キー

（「LKeｙ」等）のキーフィールドを指定  

ゥ. 「適用」→「OK」で属性テーブルに地番属性が追加される 
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（２）空間結合：連携（共通）キーが存在しない場合は、地番データ、地番現況図

ポリゴンの位置情報をもとに結合します。 

◆手順（QGIS の場合）  

ァ. 空間結合機能を選択  

ィ. 入力レイヤに地番現況図ポリゴン、結合レイヤに地番ポイント/ラインを指

定 し 、 幾 何 学 的 述 語 で 「 含 む （ contains ） 」 、 ま た は 「 交 わ る

（ intersects）」を選択  

ゥ. 「実行」で新規レイヤが作成され、空間的に対応する地番属性がポリゴン

に付与される 

  

⑥ 座標系の確認  

座標位置が正確かを確認します。prj ファイルがない場合は、地図上で重ね合わ

せて座標系を特定の上、該当する座標系の設定が必要になります。 
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⑦ ジオメトリの修復  

図形形状が正確であるかを確認するため、GIS ソフトの「ジオメトリの修復」機能によ

り不正なポリゴンの検出を行います。 

※QGIS はベクターレイヤーのジオメトリ（形状）の問題を自動的に検出し、

修正するための機能である「ジオメトリの修復」を搭載しています。ジオメトリ

のエラー（自己交差、空穴、重複点など）を修正することで分析や編集で不具

合が生じることを防ぐことが可能です。 
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２．共通の仕様への変換  

 

⑧ 共通フォーマット（仮）への変換  

これまでの作業により必要なファイルや属性の確認、位置や形状の不正の修正を完

了し、以下のフォーマットに変換します。 

 

【データ定義（仮）】  

■ファイル形式：シェープファイル/GeoJSON ファイル 

■座標参照系：JGD2011 19 座標系   

■文字集合：Shift-JIS  

■各データの内容、属性情報  

項目名  ファイル名  属性名称   属性の内容  

土地境界データ  

(地番現況図)  

行政区域コード_

市区町村名_土地

境界データ_年度  

行政区域 C  行政区域コード(5 桁)  

「国土数値情報 行政区域コード(令

和 6 年)」に準拠  

都道府県名  都道府県の名称  

市区町村名  市区町村の名称  

大字名  大字の名称  

小字名  小字の名称  

地番  1 筆の土地の地番  

 

以上  


